
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市議会通信 2018 年 1 月発行 

 

函館港 若松地区ふ頭を現地視察 

私が委員長を務めている函館市議会 経済建設常任委員会

では、「クルーズ客船の受入環境整備について」を調査事

件として議論しております。 

昨年 12 月、函館市若松ふ頭の着工式典が行われ本格的に

工事が始まり完成時には、中心市街地や主な観光施設へ徒

歩でアクセスが可能となり、滞在時間の増加に伴う消費活

動の活性化など、大きな経済効果の喪失が期待されます。

今後、ふ頭の完成に向け、旅客ターミナルなどの港湾施設

について検討していく必要があります。 

佐世保港 三浦地区 

旅客ターミナルを現地視察 

長崎港 松が枝国際観光船ふ頭 

旅客ターミナルを現地視察 

佐世保 旅客ターミナルで 

説明を受け質疑応答 

現在、受け入れしている港地区ふ頭の現状を視察 
クルーズ船上から見た景色 

貨物用ふ頭の為、見た目が悪い 

12 月 3 日 着工式典 

プロフィール 

昭和 45年 05 月 千葉県市川市生まれ 

昭和 52年 04 月 市川市立若宮小学校入学 

昭和 52年 10 月 知内町立湯の里小学校転校 

昭和 58年 03 月 知内町立湯の里小学校卒業 

昭和 61年 03 月 知内町立知内中学校卒業 

平成 11年 03 月 道立木古内高等学校卒業 

平成 15年 03 月 函館大学商学部商学科卒業 

平成 15年 04 月 (株)ミサワホーム函館入社 

平成 23年 01 月 ミサワホーム北海道(株)退社 

平成 23年 04 月 函館市議会議員初当選 

平成 27年 04 月 函館市議会議員２期目当選 
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Ｑ：函館市における子供の貧困状況と対策 

Ａ：本市の状況については，これまでの本市における生活

保護率や児童扶養手当受給率，就学援助認定率などが高く

推移している状況であることを踏まえますと，厳しい状況

が続いているものと認識しております。 

今後につきましては，今年度実施している子どもの生活実

態調査に基づき，子ども・子育て支援施策全体の中で，緊

急度・優先度などを考慮しながら，各種事業に取り組んで

まいりたいと考えております。 

Ｑ：子ども食堂の取り組み状況 

Ａ：平成２８年５月に本通町会館を開設場所として始まっ

た「はこだてこども食堂」 

を含め，市として把握して 

いるものは，現在，７か所 

あり月１回または２か月に 

１回多いところで週１回開 

設されているほか，運営主 

体は実行委員会や一般財団法人ＮＰＯなど多様な形態と

なっております。 

Ｑ：就学援助制度の拡充を！ 

Ａ：就学援助につきましては，経済的理由によって就学困

難と認められる学齢児童生徒の保護者に対し義務教育の

円滑な実施を図るため実施しており，子どもの貧困対策と

して，教育の機会均等を図る観点からも重要なものである 

 

Ｑ：宿泊型産後ケア（札幌市との比較） 

Ａ：ケアを受ける宿泊先について，札幌市は，助産師が開業す

る「助産所」であるのに対し，本市は「医療機関」となってお

り，体調に不安を抱えている産婦や早産等で体重が少なく生ま

れた乳児のケアなど，医学的な助言が必要な場合にも十分対応

できる体制となっております。 

また，利用できる日数については，札幌市は「３日以内」であ

るのに対し，本市は「７日以内」となっており，利用者の自己

負担額については，生活保護世帯および市民税非課税世帯の場

合，札幌市では，１泊１，５００円を徴収しているのに対し，

本市は，経済的負担を軽減するため，自己負担を免除している

ところであります。 

Ｑ：子育てアプリの推進 

Ａ：１０月から，函館市子育て 

アプリ「Ｇｒｕｃｃｏ（グルッコ）」が正式に実施し，子育てに

関する情報を相談窓口，病院など４つのカテゴリ別に提供して

いるほか，ＧＰＳによる位置情報を利用して，現在地付近の子

育て関連施設の場所をわかりやすく地図上に表示するととも

に，施設概要や電話番号などの情報を提供しております。また，

イベント情報等の新着記事のほか，子どもの生まれた年と月を

登録することにより，健診や予防接種の情報が通知されるなど，

子育てに関する情報をより手軽に幅広く得られるようになった

ところであります。 

Ｑ：アプリ活用でいじめ教育相談を！ 
Ａ：これまで，教育相談や電話相談を中心に行ってきたところ

でございますが，子どもたちにとって身近な存在になりつつあ

るＳＮＳ等を活用した取り組みを相談窓口として提供すること

は，意義のあることと考えております。小林議員ご提言のアプ

リの活用や他自治体の取り組み等について，調査・研究を進め

てまいりたいと考えております。 

と考えております。 

今後は，支援が必要な人への周

知方法の工夫をはじめ，就学援

助の充実について，どのような

対応が可能か検討してまいりた

いと考えております。 


